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冬休み・・・どんな生活を送るのか・・・。
夏休みや冬休みで、一番私を悩ませたのは宿題でした。悩むことになった大きな理由は、

計画的に物事を進める、取り組む事が苦手だったからです。その理由に気がついたのは大
人になってからです。このことが苦手だった私は、当然働き出してから（教員になってか
ら）苦労するわけです。しなければならない事は分かっていますが、面倒なことや好きで
はないことは後回しにしていた習慣は、なかなか直ることはありません。一度身についた
生活習慣とは恐ろしいものです。自分を助けることもあれば苦しめることもあります。
父親や母親にやかましく言われてきましたが、宿題の習慣だけは直ることはありません

でした。やかましく言われるので、宿題をする振りだけは上手になりました。
やかましく言われていたのは宿題だけではありません。家族の一員として家の掃除もさ

せられました。掃除をする振りというのは、なかなか難しいものでごまかしがききません。
そこで学んだことは、いかに手際よく行い、短時間で終わらせるのかという工夫です。掃
除機のかけ方、雑巾がけの仕方、窓の拭き方、外回りの落ち葉集め等、年齢を重ねる毎に
うまくできるようになってきました。最初は、させらているという感じでしたが、綺麗に
なると必ず「感謝」されていました。多分、このことが継続できた理由だと思います。掃
除ができるということは、今の自分の生活に大きく役立っています。
今、我が子が家族の一員として行動していることに「感謝」を伝えているかというと、

できていないことが多いと、この文章を書きながら反省しています。熊本の教育行動指標
（教職員の目指す姿です）に「認め・ほめ・励まし・伸ばす」という言葉があります。学
校でも家庭でも意識していきたいと思っています。
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〇人権月間の取組
先日、合志市の人権

フェスティバルが開催
れました。その中で、
本校のハートフル委員
会の児童、１～６年ま
での各学級の代表児童
が発表を行いました。
委員会が実施したアン
ケートから、学校が楽
しくないと思っている児童がいること、それを改善
していくために各学年・学級で取り組んでいること
を伝えていきました。堂々と伝えていく姿に、頼も
しさを感じたところです。
さて、５年生の学級で人権学習をする機会をいた

だきました。子どもたちは、これまでの学びの中で
差別やいじめは無い方が良いということは分かって
います。しかし、５年間も学び続けているのに無く
ならないのはなぜ？と問いかけてみました。分かっ
てはいるけど、言われたら同じように言い返してし
まう等、正直な気持ちを話してくれました。
子どもたちは、子どもたちなりに様々な人間関係

の中で生きています。学校では、差別やいじめを目
の当たりにしたとき、止める事ができる人になって
欲しいという願いのもとで学習を進めています。し
かし、そうできない事があることも分かります。だ
からこそ、まずは、自分だけは差別やいじめをしな
い生き方をしていく力を付けて欲しいと考えていま
す。そのためには、何が差別で、何がいじめなのか
自分自身で判断できる力を磨くために、学び続ける
ことが必要不可欠です。基本は、自分がされて嫌な
ことは、人にはしない、言わないことです！

〇校内持久走大会
１２月１３

・１４日に校
内持久走大会
を 行 い ま し
た。保護者の
皆様方には、
たくさんの応
援を頂きあり
がとうございました。
私が子どもの頃も持久走大会が

開催されていました。学校が江津
湖の近くであったため、その公園
内を走っていました。少しでも速
く走るということが、当時の目標
だったと思います。今は、自分の
ペースで無理なく、一定の距離を
走るということが目標となってい
ます。自分のペースを知ること、
その日の体調に合わせて調整する
等、「自分の体を知る」というこ
とが最も大切な事となります。そ
れぞれの状況に合わせて活動する
ことが、生涯体育にもつながると
考えています。


